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『戦間期オーストリアの学校改革－労作教育の理論と実
践－』東信堂（2010年）
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『変動する総合・探究学習－欧米と日本 歴史と現在』
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第1章・・・



日本標準ウェブサイトで連載

https://www.nipponhyojun.co.jp/blog/kyoiku/detail/517/



それではご覧ください



【新著紹介】

伊藤実歩⼦編著
『変動する⼤学⼊試−資格か選抜か ヨーロッパと⽇本』
（⼤修館書店、2020年）

伊藤実歩⼦編著
『変動する総合・探究学習−欧⽶と⽇本 歴史と実践』
（⼤修館書店、2023年）
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１．『⼊試本』出版時の背景
ーーとん挫した記述式問題の導⼊

２．ヨーロッパと⽇本の⼤学⼊試制度⽐較
３．『⼊試本』から『総合本』へ
４．世界の総合・探究学習
５．⽇本への⽰唆があるとすれば？
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2013年〜 ⾼⼤接続改⾰／⼤学⼊試改⾰
2019年11⽉ 英語⺠間試験活⽤の⾒送り
2019年12⽉ 共通テストにおける記述式問題導⼊の⾒送り

→【理由】客観的な評価ができない

＜それでいいのか？＞

→教育というのはどこもナショナルな議論に陥りがち。特に⼊試改⾰
は困難。国家に貢献する⼈材（エリート）を育てる場であった歴史／
⽂化。
→連載『ウィーン・⾶ぶ教室』
https://www.nipponhyojun.co.jp/blog/kyoiku/detail/517/

１．『⼊試本』出版時の背景ーーとん挫した記述式問題の導⼊
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２．ヨーロッパと⽇本の⼤学⼊試制度⽐較
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（１）⽇本との制度⽐較
⽇本：「⼊学」試験の国ヨーロッパ：「資格」試験の国

⼊学試験：⼤学が学⽣を選抜する中等教育修了資格試験（アビトゥア、バカロ
レア、Aレベル、マトゥーラ…）
：学⽣が⼤学を選択する

当該年度のみ有効⽣涯有効
⼀般⼊試、AO⼊試、指定校推薦、内部進学、
スポーツ、帰国⼦⼥、公募制推薦…

全国統⼀型、学校単位型、ミックス型

多肢選択、⽳埋め、正誤、短答式多様な試験⽅法
（記述試験、⼝述試験、探究学習…）

⼀般⼊試：⼀発勝負（ご破算型：⽵内洋）⽇常の学業成績重視、再試験あり

留年ほぼなし、浪⼈留年、ドロップアウト



２．ヨーロッパと⽇本の⼤学⼊試制度⽐較
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（２）ヨーロッパも⼊試に困ってる？
学校間格差、地域格差、学⼒低下、⼤学進学者急増（未修了者多数）
2000年以降から改⾰に着⼿
←EUの枠組み
←PISAの影響（コンピテンシーに基づいた教育）

（３）オーストリアの中等教育修了資格試験（マトゥーラ）改⾰
学校ごとの試験⇒⼀部統⼀試験導⼊
探究学習＋記述試験（3教科統⼀試験＋1教科）＋⼝述試験（3or2教科）
＊1：4〜６万字、プレゼン、ディスカッション（１年間）
＊2：ドイツ語（300分）外国語（270分）数学（270分）



３．『⼊試本』から『総合本』へ
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（１）中等教育修了資格試験における総合・探究の必修／選択科⽬化
オーストリア、イギリス、イタリア、スウェーデン…

（２）21世紀の総合・探究学習は中等教育段階でブーム
1910−20年代：デューイ、ケルシェンシュタイナー、⼤正⾃由教育

→初等教育に限定。教科分⽴の中等教育には浸透せず。

（３）ジェネリックスキルの重視
レポートの型
ルーブリックで評価



４．世界の総合・探究学習
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（１）世界の総合・探究学習
スウェーデン：アントレプレナー教育
オーストラリア：探究における型の習得の重視
イギリス：EPQ、探究学習のプロセス（プロダクション・ログ）を評価

（２）ハイステイクスな試験における総合・探究学習の課題
コピペ、代筆、形式偏重
点数の取りやすいテーマに偏りがち（イギリス）：対策可能



４．世界の総合・探究学習
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（３）総合・探究学習の共通する課題
①総合・探究専⾨の教師はいない。教員養成の問題。

②総合・探究学習が抱える問題は20世紀から変わっていない
←教科の知識や概念を習得できない？

③質の深まりを求めがち（⽇本）

④理数、英語、ビジネス（起業や企業とのコラボ）に偏りがち
←⼈⽂学の軽視？



５．⽇本への⽰唆があるとすれば？
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（１）⽇本的な公平信仰からの脱却
←結果に対する異議申し⽴て
←⼊試⽅法の変更に対する⼦どもたちのデモ

（２）複数のエージェントで評価する仕組み（⾼校、⼤学、外部機関）
＊オランダ：英語のスピーキングは学校で、ライティングは外部機関（オランダ）
＊イギリス：外部試験機関で試験官／学校で教員を訓練する＝「⼿間をかけた評価」
＊スウェーデン：教員免許は信頼できる成績を付ける能⼒の証明であるという認識

（３）多様な評価⽅法の導⼊、学⼒不問の⼊試⽅法の⾒直し
⼝述、記述（⻑時間）、探究学習、マークシート…
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